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抄
録
：

　

本
稿
は
、
北
原
白
秋
の
近
代
幽
玄
体
（
新
幽
玄
体
）
の
形
成
を
た
ど
る
さ
さ

や
か
な
試
み
と
し
て
、
歌
集
『
渓
流
唱
』
の
短
歌
作
法
へ
の
管
見
を
ま
と
め
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
理
念
が
白
秋
自
身
明
瞭
に
作
品
上
の
表
現
と
な
っ
た
と
す

る
作
品
中
に
あ
っ
て
、
白
秋
の
社
会
詠
と
し
て
、
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
「
秋

夕
夢　

小
河
内
三
部
唱
」
の
「
獅
子
舞
の
歌
」
か
ら
、そ
の
短
歌
作
法
を
探
り
、

考
察
す
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
、白
秋
の「
新
幽
玄
体
」の
表
現
に
か
か
わ
る「
写

生
」
と
「
象
徴
」
の
意
味
を
知
る
手
が
か
り
を
、
白
秋
が
奥
多
摩
で
体
験
し
た

神
事
の
実
際
の
記
録
に
求
め
、
照
合
し
て
検
証
す
る
。

Sum
m
ary

：

　

H
akushu K

itahara let a m
ethod of the creation of the new

 song 

succeed in this “

渓
流
唱”. I w

ant to inspect the structure of the 

m
ethod of the creation of the new

 song called “new
 w
aka form

 of 

m
ystic profundity” w

ith “the song of the lion dance” in “

渓
流
唱”.

キ
ー
ワ
ー
ド
：
近
代
短
歌
・
象
徴
・
写
生
・
浪
漫
主
義
・
郷
愁

Key W
ords

：M
odern tanka, sym

bol, sketch, rom
anticism

, nostalgia

　

歌
集
『
渓
流
唱
』
は
、
白
秋
九
番
目
の
歌
集
で
あ
り
、
長
歌
九
首
・
短
歌

四
百
八
十
二
首
を
お
さ
め
た
昭
和
九
年
一
月
か
ら
昭
和
十
二
年
五
月
ま
で
の
羇

旅
歌
集
で
あ
る
。
歌
集
『
橡

つ
る
ば
み』（

昭
和
十
年
五
月
か
ら
十
二
年
九
月
の
作
品
を

所
収
）
と
重
な
る
時
期
を
も
つ
。
た
だ
、
そ
の
作
品
は
『
橡
』
に
お
い
て
は
視

力
が
徐
々
に
悪
化
す
る
中
で
詠
わ
れ
る
『
黒
檜
』
の
世
界
に
続
く
も
の
が
あ
る
。

　

ま
た
、
白
秋
の
短
歌
の
変
遷
を
た
ど
る
と
き
、
歌
集
『
渓
流
唱
』
の
位
置
づ

け
と
し
て
は
、
大
正
十
年
八
月
刊
行
の
歌
集
『
雀
の
卵
』
以
来
の
〈
閑
寂
境
〉

を
深
め
練
磨
し
、『
風
隠
集
』『
海
阪
』『
白
南
風
』
と
「
近
代
幽
玄
体
を
樹
立
」

歌
集
『
渓
流
唱
』「
山
河
哀
傷
吟
」
の
「
獅
子
舞
の
歌
」
を
め
ぐ
っ
て

　
Short essay “Shishi-m

ai no uta” in T
anka poem

s “
K
eiryūshō”

宮　

木　

孝　

子

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

非
常
勤
講
師
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し
、『
夢
殿
』
を
経
て
の
〈
新
幽
玄
体
〉
の
完
成
時
期
の
歌
集
と
い
え
る
。
白

秋
は
、
大
正
六
年
、
機
関
誌
『
煙
草
の
花
』
を
廃
刊
し
て
二
十
余
年
、
自
ら
主

宰
す
る
短
歌
雑
誌
も
た
な
い
で
い
た
が
、
昭
和
十
年
六
月
、
多
磨
短
歌
会
を
結

成
し
、
そ
の
機
関
誌
で
あ
る
『
多
磨
』
を
創
刊
し
た
。

　

本
稿
に
お
い
て
は
、『
渓
流
唱
』
全
体
で
は
な
く
、「
秋
夕
夢　

小
河
内
三
部

唱
」
の
中
の
「
山
河
哀
傷
吟
」
の
十
一
番
目
に
属
す
る
「
獅
子
舞
の
歌
」
十
八

首
の
表
現
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

　

こ
の
十
八
首
は
、
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、『
渓
流
唱
』
の

秀
歌
と
し
て
有
名
な
、「
行
く
水
の
目
に
と
ど
ま
ら
ぬ
青あ

お

水み
な
わ沫

鶺
鴒
の
尾
は
触

れ
に
た
り
け
り
」
の
よ
う
に
こ
の
時
期
の
白
秋
の
歌
風
を
代
表
す
る
位
置
づ
け

る
も
の
で
も
な
い
。
し
か
し
、
白
秋
の
歌
論
の
表
現
と
し
て
の
短
歌
形
成
や
歌

風
の
変
遷
を
見
る
と
き
、
こ
れ
ら
「
獅
子
踊
り
」
の
作
品
も
ま
た
、
こ
の
時
期

の
白
秋
を
表
す
作
品
と
し
て
留
意
す
べ
き
作
品
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

○

　
『
渓
流
唱
』
は
、
目
次
に
よ
れ
ば
、「
渓
流
唱
」（
渓
流
唱
、
音
・
光
・
風
、

初
夏
の
茶
寮
）「
雪
冠
」（
雪
冠
）、「
水
戸
頌
」（
水
戸
頌
）、「
秋
夕
夢　

小
河

内
三
部
唱
」（
山
河
哀
傷
吟
、
山
河
愛
惜
吟
、
厳
冬
一
夜
吟
）、「
多
宝
塔
」（
信

貴
山
、
鹿
寄
せ
、
音
聞
山
、
泉
州
吟
）、「
伊
勢
」（
伊
勢
、
続
伊
勢
、
京
）、「
枯

山
」（
磯
部
行
、
鶏
市
、
達
磨
市
）、「
夏
鳥
」（
雲
仙
つ
つ
じ
、
嶋
原
、
伊
王
嶋
、

慶
州
夜
行　

新
羅
抄　

そ
の
一
、
秘
苑　

新
羅
抄　

そ
の
二
、
夏
島
）
の
八
章

か
ら
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
八
章
か
ら
な
る
歌
集
で
あ
る
が
、世
に
多
く
評
価
さ
れ
る
の
は
、

一
章
目
の
「
渓
流
唱
」
と
四
章
目
の
「
秋
夕
夢　

小
河
内
三
部
唱
」
の
二
つ
の

章
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
前
者
が
、
こ
の
年
、
結
成
さ
れ
た
「
多
磨
短
歌
会
」
の

詩
精
神
「
近
代
幽
玄
体
」
の
獲
得
に
か
か
わ
っ
た
作
品
群
が
あ
り
、
後
者
は
、

当
時
の
社
会
的
事
件
と
な
っ
た
奥
多
摩
小
河
内
村
民
の
陳
情
事
件
へ
の
思
い
が

詠
わ
れ
、
白
秋
の
社
会
意
識
を
知
る
作
品
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　　

さ
て
、「
山
河
哀
傷
吟
」
は
、
四
章
目
の
「
秋
夕
夢　

小
河
内
三
部
唱
」
の

一
番
目
に
置
か
れ
て
お
り
、
小
河
内
村
ま
で
の
旅
程
の
風
景
と
、
着
い
た
後
の

宿
で
の
思
い
、
帰
路
に
出
会
っ
た
村
の
祭
り
の
光
景
な
ど
が
詠
わ
れ
、
そ
こ
に

白
秋
の
貯
水
池
建
設
の
た
め
、
村
を
追
わ
れ
る
人
々
へ
の
想
い
が
写
生
的
に
詠

ま
れ
て
い
る
。「
山
河
愛
惜
吟
」、「
厳
冬
一
夜
吟
」
の
三
部
の
始
め
に
置
か
れ

た
章
で
あ
る
。
こ
の
三
部
に
は
そ
れ
ぞ
れ
小
序
が
付
い
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
序

は
、
日
付
や
行
動
な
ど
が
記
録
文
の
よ
う
に
し
た
た
め
ら
れ
、
そ
こ
で
の
感
想

も
漢
語
表
現
を
用
い
た
簡
潔
な
文
体
で
記
さ
れ
て
い
る
。
全
百
四
十
九
首
。

　　

そ
の
詞
書
き
（
他
の
二
部
は
「
小
序
」
と
あ
る
）
に
は
、

　
　

　
　

昭
和
十
年
八
月
三
十
一
日
、
白
山
春
邦
画
伯
夫
妻
と
共
に
奥
多
磨
小
河
内

村
内
鶴
の
湯
に
探
勝
、
鶴
屋
と
い
ふ
に
泊
る
。
合
も
二
百
十
日
前
後
に
当

り
、
山
獄
峡
谷
、
朝
夕
雲
霧
去
来
し
、
初
秋
の
霖
雨
、
時
に
蕭
蕭
、
時
に

ま
た
微
々
た
り
。
こ
の
鶴
の
湯
、
原
は
懸
崖
に
あ
り
、
極
め
て
寒
村
に
し

て
、
未
だ
に
ラ
ム
プ
を
点
じ
、
殆
ど
食
料
の
採
る
べ
き
も
の
な
し
。
た
だ
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魚
に
山
魚
あ
り
、
清
楚
愛
す
べ
し
。
こ
の
小
河
内
の
地
た
る
、
最
近
伝
ふ

る
に
、
今
や
全
村
を
あ
げ
て
水
底
四
百
尺
下
に
入
没
せ
む
と
し
、
廃
郷
分

散
の
運
命
に
あ
り
。
蓋
し
東
京
府
の
大
貯
水
池
と
し
て
予
定
せ
ら
る
と
い

ふ
。
ま
こ
と
に
山
河
の
滅
び
ん
と
す
る
、
そ
の
生
色
を
奪
わ
れ
居
処
を
失

ふ
も
の
、
必
ず
し
も
魚
介
・
禽
獣
草
木
の
み
に
あ
ら
ず
、
か
の
蒼
天
に
し

て
父
祖
の
声
咳
に
背
き
、
産
土
に
し
て
聚
落
と
絶
つ
。
人
間
離
苦
、
哀
別

の
惨
亦
曰
ふ
べ
か
ら
ず
。
乃
ち
惆
帳
と
し
て
我
に
山
河
哀
傷
吟
の
新
唱
成

る
。

　

そ
し
て
、「
水
上
」
七
首
、「
蓬
莱
の
懸
崖
」
十
一
首
、「
秋
夕
夢
」
六
首
、「
鶴

の
湯
」
九
首
、「
深
夜
に
聴
く
」
四
首
、「
騎
牛
」
三
首
、「
村
人
に
代
わ
り
て
」

四
首
、「
二
百
十
日
」
八
首
、「
峡
谷
の
蝶
」
五
首
、「
昼
に
聴
く
」
二
首
、「
獅

子
舞
の
歌
」
十
八
首
、「
鷺
」
十
四
首
と
続
く
。

　

こ
の
年
、
多
磨
短
歌
会
結
成
を
結
成
し
た
白
秋
が
、
そ
の
後
、
大
阪
朝
日
新

聞
の
嘱
を
受
け
、
七
月
に
朝
鮮
旅
行
へ
旅
立
ち
、
体
調
を
悪
化
さ
せ
日
本
に
も

ど
っ
た
翌
月
の
こ
と
で
あ
る
。
薮
田
義
雄
『
評
伝
北
原
白
秋
』（
玉
川
大
学
出

版
部
昭
和
五
十
三
年
四
月
）
に
よ
れ
ば
、
当
初
は
疲
れ
を
癒
す
「
遊
行
」
の
旅

を
考
え
て
い
た
の
が
、
雨
天
に
よ
っ
て
、
変
更
し
た
な
か
で
、
白
山
画
伯
の
話

か
ら
奥
多
摩
の
鶴
の
湯
を
知
り
、
八
月
三
十
一
日
、「
立
川
か
ら
青
梅
線
で
御

岳
ま
で
行
き
、
御
岳
か
ら
氷
川
へ
、
氷
川
か
ら
鶴
の
湯
へ
。
山
峡
の
九
十
九
折

を
小
型
自
動
車
で
駛
ら
し
た
。
つ
い
て
み
る
と
小
河
内
で
あ
っ
た
」
と
あ
る
。

昭
和
七
年
、
東
京
市
議
会
は
、
小
河
内
ダ
ム
建
設
事
業
案
を
可
決
。
す
で
に
こ

の
小
河
内
村
は
、
東
京
府
の
水
甕
と
し
て
貯
水
池
の
予
定
地
で
あ
っ
て
全
村
が

水
没
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
。
た
だ
、
そ
れ
は
玉
川
下
流
の
水
利
権
を
も

つ
、
神
奈
川
県
の
「
二
ヶ
領
用
水
組
合
」
の
反
対
に
よ
り
進
ま
ず
、
白
秋
が
訪

れ
た
昭
和
十
年
の
秋
、
農
民
た
ち
の
失
業
対
策
と
し
て
防
砂
ダ
ム
の
工
事
を
開

始
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
賃
金
は
低
く
、「
そ
の
た
め
村
の
有
力
者
は
、
ダ
ム

工
事
開
始
と
村
民
の
補
償
問
題
に
奔
走
し
た
が
、
東
京
市
の
反
応
は
冷
た
か
っ

た
」（
江
井
秀
夫
『
多
磨
近
現
代
の
軌
跡
』（
け
や
き
出
版
一
九
九
五
年
五
月
）

よ
り
）
と
い
う
。
陳
情
事
件
が
起
こ
る
数
か
月
前
、
ま
さ
に
貧
窮
し
た
村
の
姿

を
白
秋
は
見
た
の
で
あ
る
。

　　
　

ま
こ
と
に
山
河
の
滅
び
ん
と
す
る
、
そ
の
生
色
を
奪
わ
れ
居
処
を
失
う
も

の
、
必
ず
し
も
魚
介
・
禽
獣
草
木
の
み
に
あ
ら
ず
、
か
の
蒼
天
に
し
て
父

祖
の
声
咳
に
背
き
、
産
土
に
し
て
聚
落
と
絶
つ
。
人
間
離
苦
、
哀
別
の
惨

亦
曰
ふ
べ
か
ら
ず
。

　　

白
山
と
の
隠
れ
里
を
訪
ね
る
よ
う
な
行
楽
の
旅
は
、
湖
底
に
沈
む
運
命
を
定

め
ら
れ
た
村
の
自
然
、
村
民
の
生
活
を
知
り
、
村
人
と
の
ふ
れ
あ
い
で
一
変
す

る
。
厳
し
い
調
子
で
「
哀
別
の
惨
亦
曰
ふ
べ
か
ら
ず
」
と
表
現
し
た
白
秋
の
衝

撃
は
、「
山
河
哀
傷
吟
」
九
十
一
首
を
一
度
に
『
多
磨
』
十
月
号
に
発
表
し
た

こ
と
か
ら
も
、
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
も
白
秋
か
ら
奥

多
摩
の
山
河
と
小
河
内
の
村
民
の
姿
は
離
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
小
序
に
も
記

さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
年
の
十
二
月
十
三
日
払
暁
の
多
摩
の
陳
情
団
の
鎮
圧
を

知
る
や
、同
月
二
十
三
日
、「
潔
斎
、浅
宵
よ
り
暁
闇
に
至
る
」
夜
を
徹
し
て
「
厳

－（ 3）99－
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冬
一
夜
吟
」
七
十
首
を
書
き
上
げ
る
。

　
『
白
秋
全
集
11　

歌
集
６
』
の
「
後
記
」
で
、木
俣
修
は
同
年
五
月
の
『
多
磨
』

「
雑
纂
」で
白
秋
が「
山
河
哀
傷
吟
は
、私
に
と
っ
て
は
久
し
ぶ
り
の
感
興
で
あ
っ

た
。」「
思
い
が
け
な
く
脂
が
乗
っ
て
一
夜
五
十
首
、
翌
夜
推
敲
、
そ
の
次
の
夜

と
続
き
創
作
が
い
つ
の
間
に
か
た
ま
っ
て
い
っ
た
」
こ
と
、「
白
山
氏
の
文
章

と
私
の
歌
を
対
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
歌
材
を
探
す
旅
で
も
な
く
、
何
一
つ

意
図
し
な
い
で
行
っ
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
。」「
小
河
内
行
き
は
近

来
の
最
も
す
ぐ
れ
た
清
遊
で
あ
っ
た
。
さ
う
し
て
最
も
深
く
胸
を
撲
れ
た
。
あ

の
山
河
が
あ
の
ま
ま
滅
び
て
し
ま
う
か
と
思
ふ
と
堪
へ
ら
れ
な
く
な
る
。
一
木

一
草
に
も
そ
の
命
を
い
と
お
し
む
心
が
私
を
直
に
真
実
に
し
た
。」
こ
と
を
書

い
た
と
記
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
篠
弘
は
「『
渓
流
唱
』
と
『
橡
』
―
―
「
近
代
幽
玄
体
」
の
葛
藤
―

―
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
一
九
八
五
年
十
二
月
）
で
、「
行
く
水
の
目
に
」

の
短
歌
を
含
む
一
連
の
作
品
が
白
秋
の
自
負
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
は
勿
論
の

こ
と
だ
が
、
弟
子
の
中
村
正
爾
が
「
底
知
れ
ぬ
透
徹
し
た
自
然
観
照
が
、
愈
々

堀
り
下
げ
ら
れ
」（「
短
歌
研
究
」
昭
10
・
５
）
と
評
価
し
、
高
田
浪
吉
も
「
銀

線
が
震
え
る
や
う
な
調
べ
を
持
っ
て
い
る
」（
同
、
昭
10
・
５
）
と
そ
の
評
価

を
示
し
た
後
、
次
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。

　
　

　
　

こ
の
二
歌
集
は
、「
多
磨
」
の
創
刊
の
前
後
に
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
美

意
識
と
感
性
を
も
っ
て
出
発
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
天
才
を
意

味
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
時
代
感
覚
に
敏
感
で
あ
っ
た
白
秋
は
、
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。「
近
代
幽
玄
体
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
追
い
な
が

ら
も
、
そ
の
一
方
で
、
豊
か
な
感
受
性
を
駆
使
し
て
、
時
代
の
方
向
を
き

び
し
く
嗅
ぎ
取
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、同
評
論
文
中
、続
く
「
２　

時
代
感
覚
の
獲
得
」
で
は
、坪
田
哲
久
「
歌

壇
私
見
」（「
短
歌
研
究
」
昭
10
・
５
）
で
の
『
渓
流
唱
』
批
判
を
引
用
し
て
い

る
。
坪
田
は
、「
こ
れ
ら
の
歌
に
は
生
々
と
し
た
真
率
に
一
本
通
っ
た
も
の
が

全
然
ん
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
あ
る
も
の
は
、
作
者
の
「
遊
び
」
の
心
と
そ
れ

を
表
現
す
る
た
め
の
豊
富
華
麗
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
け
で
あ
る
。私
は
、「
渓
流
唱
」

を
血
の
通
っ
た
生
々
し
い
人
間
の
歌
―
―
（
文
学
）
で
あ
る
と
い
ふ
風
に
は
ど

う
し
て
も
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
だ
。」
と
あ
り
、
こ
の
評
価
に
対
し
て
、

篠
は
「
こ
う
し
た
批
判
を
白
秋
は
見
過
ご
し
て
」
お
ら
ず
「
み
ず
か
ら
の
時
代

感
覚
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
察
知
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
昭
和

一マ

マ〇
年
の
夏
に
奥
多
摩
小
河
内
村
を
訪
れ
た
の
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
一
六
一

首
か
ら
な
る
「
山
河
哀
傷
吟
」「
山
河
愛
情マ

マ

吟
」「
厳
冬
一
夜
吟
」
を
生
み
出
し

く
る
の
で
あ
る
。」
と
し
て
、『
渓
流
唱
』
の
中
の
「
厳
冬
一
夜
吟
」
を
そ
の
例

と
し
、
さ
ら
に
『
橡
』
に
お
さ
め
ら
れ
た
二
・
二
六
事
件
に
際
し
て
詠
ま
れ
た

短
歌
、
そ
し
て
、
昭
和
十
一
年
八
月
「
多
磨
」
に
発
表
さ
れ
た
決
起
し
た
将
校

た
ち
の
死
刑
執
行
を
詠
ん
だ
「
執
行
」
に
触
れ
、
こ
れ
ら
の
事
件
歌
が
『
橡
』

の
「
虚
」
の
章
に
あ
る
こ
と
の
意
味
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
、
結
ん
で
い
る
。

　
　
　

こ
の
「
虚
し
さ
」
こ
そ
、
歌
集
後
半
の
主
題
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
「
近
代
幽
玄
体
」
が
ひ
し
ひ
し
と
時
代
の
重
苦
し
さ
を

感
じ
な
が
ら
、
お
の
ず
か
ら
「
生
々
し
い
人
間
の
歌
」
の
方
向
に
深
化
し
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て
い
っ
た
こ
と
を
検
証
し
て
や
ま
な
い
。

　
　
　
　
　
　
（
略
）

　
　
　

は
げ
し
い
「
虚
し
さ
」
を
感
じ
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
橡
』
は
暗
い

時
代
の
前
夜
を
語
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
時
代
感
覚

を
ひ
そ
か
に
獲
得
し
て
く
る
過
程
は
、
白
秋
が
そ
の
内
部
に
自
己
批
判
の

眼
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
は
白
秋
に
と
っ
て
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

ズ
ム
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
篠
は
『
渓
流
唱
』
で
の
「
山
河
哀
傷
吟
」
か
ら
、「
近
代
幽
玄
体
」

は
深
ま
り
を
見
せ
、「
美
意
識
と
感
性
」
の
表
現
に
、現
実
世
界
を
生
き
る
「
生
々

し
い
人
間
」
を
感
じ
さ
せ
る
リ
ア
リ
テ
ィ
の
獲
得
が
な
さ
れ
る
、
そ
れ
は
、
白

秋
が
掴
ん
だ
時
代
感
覚
で
も
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
白
秋
の
奥
多
摩
小
河
内
村
へ

の
旅
は
、
も
と
も
と
白
山
画
伯
と
の
遊
行
の
旅
で
は
な
く
、
既
に
昭
和
七
年
七

月
に
は
、
東
京
市
の
諮
問
に
対
し
て
小
河
内
村
が
「
大
東
京
市
百
年
の
大
計
の

前
に
は
一
村
一
郷
の
権
益
主
張
を
固
執
す
る
も
の
に
非
ず
と
の
見
地
よ
り
、
多

大
の
犠
牲
を
払
う
こ
と
を
忍
び
て
耐
え
て
賛
意
を
表
す
る
次
第
な
り
、
即
ち
、

斯
く
な
る
を
欲
す
る
も
の
に
非
ず
し
て
、
斯
く
な
る
の
や
む
を
得
ざ
る
を
あ

き
ら
む
る
も
の
な
り
」（「
小
河
内
ダ
ム
と
湖
底
の
村
」
奥
多
摩
郷
土
資
料
館

一
九
八
八
・
三
）
の
状
態
を
白
秋
は
知
っ
て
い
て
、
こ
の
社
会
的
事
件
へ
の
関

心
を
も
っ
て
白
秋
は
こ
の
旅
に
出
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

た
だ
、
先
に
も
引
用
し
た
白
秋
の
弟
子
で
も
あ
る
薮
田
義
雄
の
『
評
伝　

北

原
白
秋
』
の
「
第
二
十
章
『
渓
流
唱
』
と
多
磨
歌
風
の
展
開
」
に
お
い
て
は
、「
地

図
で
し
ら
べ
て
、日
原
の
奥
ら
し
い
」
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
「
着

い
て
み
る
と
小
河
内
で
あ
っ
た
。」
と
あ
り
、
着
く
ま
で
の
白
秋
に
つ
い
て
述

べ
た
記
述
に
は
先
に
引
用
し
た
交
通
手
段
し
か
な
く
、
小
河
内
村
に
た
い
す
る

白
秋
の
関
心
が
あ
っ
た
よ
う
な
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
場

所
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
白
秋
が
、
帰
途
、
九
月
一
日
、
氷
川
神
社
の
秋
ま
つ

り
に
遭
遇
し
、
こ
の
獅
子
舞
も
来
年
は
ど
う
な
る
の
か
、「
村
は
滅
び
て
し
ま

え
ば
何
も
か
も
失
わ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
、
貯
水
池
の
堰
堤
予
定
地
の
山

の
下
に
赤
い
旗
が
ひ
ら
め
く
の
を
見
て
、
村
の
人
た
ち
」
の
気
持
ち
を
推
察
し

て
、「
話
題
」
は
「
沈
み
込
ん
だ
」
と
あ
る
。

　

薮
田
は
そ
の
著
の
「
後
書
き
」
で
評
伝
の
記
述
は
真
実
に
近
づ
け
る
努
力
を

し
た
と
書
い
て
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
実
際
の
小
河
内
村
へ
の
白
秋
の
想
い
や
関

心
は
そ
の
場
所
に
立
ち
、
と
り
わ
け
土
地
と
人
間
が
織
り
成
す
重
層
的
時
間
＝

歴
史
を
視
覚
か
ら
感
じ
、
そ
の
空
間
の
中
で
音
や
色
彩
な
ど
を
通
し
、
五
感
で

そ
の
「
悲
哀
」
を
受
け
止
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
想
い

を
強
烈
に
白
秋
に
刻
ん
だ
の
は
、
帰
路
、
氷
川
神
社
で
遭
遇
し
た
「
獅
子
舞
」

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
白
秋
の
対
象
へ
の
姿
勢
が
生
じ
、
短
歌
作
品
が
生
み
出

さ
れ
る
理
由
と
し
て
、
薮
田
、
篠
の
両
氏
と
も
に
あ
げ
る
の
は
、
衝
撃
を
受
け

る
体
験
や
そ
う
し
た
現
実
を
目
に
す
る
と
黙
っ
て
い
ら
れ
な
い
と
い
う
、
白
秋

の
「
大
き
な
人
間
愛
」（
薮
田
）、「
自
己
批
判
の
眼
を
も
つ
」「
白
秋
の
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
」（
篠
）
で
あ
る
。

　

で
は
、
そ
う
し
た
、
い
わ
ば
「
新
幽
玄
体
（
近
代
幽
玄
体
）」
を
深
め
、「
多

磨
精
神
」に
ま
で
昇
華
さ
れ
る「
生
々
し
い
人
間
」を
描
く
、「
人
間
愛
」「
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
」
は
何
を
も
っ
て
、
言
葉
と
な
り
、
短
歌
と
な
る
の
か
。
そ
れ
は
単
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な
る
白
秋
の
気
性
で
は
当
然
な
く
、
歌
集
『
桐
の
花
』
詩
集
『
思
ひ
出
』
の
こ

ろ
か
ら
、
萌
芽
し
、
そ
れ
が
そ
の
の
ち
の
大
正
期
の
白
秋
の
広
範
な
芸
術
、
詩

歌
活
動
に
よ
っ
て
成
長
し
た
白
秋
の
詩
法
で
あ
り
、
推
敲
を
重
ね
語
を
選
ん
だ

言
葉
へ
の
執
着
そ
の
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。『
桐
の
花
』
の
「
哀
傷
篇
」
の

一
群
の
短
歌
や
『
思
ひ
出
』
に
あ
る
幼
い
頃
の
原
体
験
か
ら
生
ま
れ
た
で
あ
ろ

う
数
々
の
詩
に
は
既
に
そ
の
「
生
々
し
い
人
間
」
を
と
ら
え
る
白
秋
の
芽
生
え

が
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○

　

今
一
度
、
こ
の
「
獅
子
舞
」
と
の
遭
遇
の
時
で
あ
る
昭
和
十
年
に
至
る
、
大

正
か
ら
の
白
秋
の
大
き
な
詩
業
を
考
え
る
と
、
ま
ず
は
、
大
正
七
年
七
月
か
ら

昭
和
八
年
ま
で
の
鈴
木
三
重
吉
と
の
『
赤
い
鳥
』
芸
術
運
動
の
中
に
お
い
て
の

童
謡
詩
観
、
諸
国
民
謡
の
取
集
調
査
、
山
田
耕
作
と
の
大
正
十
一
年
か
ら
『
詩

と
音
楽
』
に
お
け
る
日
本
語
の
律
、
音
楽
的
調
べ
、
響
き
の
研
磨
錬
成
、
釈
超

空
と
の
大
正
十
三
年
か
ら
『
日
光
』
で
の
日
本
の
古
代
へ
の
関
心
、
日
本
の
精

神
風
土
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
あ
る
、
そ
れ
は
み
な
大
正
七
年
か
ら
再
認
識
し

た
「
国
歌
」
と
し
て
の
詩
歌
を
構
築
す
る
た
め
の
言
葉
獲
得
の
努
力
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
日
本
詩
壇
を
け
ん
引
し
て
き
た
自
負
か
ら
生
じ
た
若
手
詩
人
た
ち

と
の
論
争
が
あ
る
。

　

そ
し
て
、
昭
和
七
年
に
は
、『
短
歌
民
族
』
を
創
刊
す
る
。
そ
の
誌
名
か
ら

も
分
か
る
よ
う
に
こ
の
時
期
か
ら
は
白
秋
は
詩
壇
で
の
活
動
は
休
止
し
な
い
も

の
の
、短
歌
に
比
重
を
置
い
た
活
動
に
力
を
注
い
で
い
く
。
そ
し
て
、そ
の
「
短

歌
民
族
宣
言
」
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
鮮
明
な
当
時
の
白
秋
の
歌
壇
で
の
立
ち

位
置
、
時
代
へ
の
歌
人
と
し
て
の
宣
明
が
あ
る
。

　
　

言
霊
の
幸
ふ
国
。
日
本
。
日
本
民
族
こ
そ
は
民
族
短
歌
で
あ
る
。
こ
の
民

族
の
精
神
と
血
脈
と
を
承
け
、
而
も
常
に
短
歌
の
正
統
を
奉
ず
る
者
、
茲

に
私
達
は
結
ん
で
短
歌
民
族
協
会
を
創
立
し
、季
刊『
短
歌
民
族
』に
拠
る
。

ま
た
、
こ
の
創
刊
号
で
は
「
定
型
短
歌
論
」
を
発
表
し
、
今
ま
で
の
詩
業
を
含

ん
で
の
自
分
の
歩
み
を
振
り
返
り
つ
つ
、
今
、
な
ぜ
定
型
短
歌
な
の
か
、
を
論

じ
た
。

　
　

現
在
に
於
い
て
は
未
来
の
新
詩
境
の
展
開
を
思
ふ
と
同
時
に
、
端
厳
な
る

短
歌
の
三
十
一
音
型
に
対
す
る
執
着
と
修
道
心
と
が
、
愈
々
増
々
深
く
な

り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
古
形
式
を
如
何
に
し
て
鮮
新
に
生
か
し
如
何
に
し
て

独
自
の
も
の
た
ら
し
め
る
か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
自
己
の

芸
術
の
最
高
峰
と
し
て
こ
の
短
歌
の
険
獄
を
挙
ぢ
つ
つ
あ
る
。
最
も
潔
癖

な
守
持
を
以
て
、
わ
た
く
し
は
こ
の
芸
術
に
敢
て
自
ら
を
挺
し
た
い
と
思

ふ
。
之
よ
り
観
れ
ば
本
格
の
詩
以
外
、
諸
種
の
歌
謡
作
の
如
き
は
さ
の
み

高
し
と
は
思
へ
な
い
の
で
あ
る
。

　
　

短
歌
民
族
た
る
日
本
人
に
と
っ
て
、
何
が
故
に
定
型
が
長
久
に
そ
の
血
肉

の
声
と
な
り
、
響
と
な
っ
て
盡
き
な
い
か
、
も
っ
と
感
謝
し
て
よ
い
。

　
　

私
は
自
然
に
直
面
す
る
。
私
の
表
現
苦
は
如
何
に
し
て
真
実
を
写
し
、
如
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何
に
し
て
之
に
浸
透
し
、
如
何
に
し
て
幽
遠
な
る
奥
所
の
命
を
触
覚
す
る

か
に
あ
る
。
私
は
自
然
に
對
ふ
、
私
は
意
志
す
る
。

　
　
　

　
「
短
歌
定
型
論
」
で
述
べ
ら
れ
た
考
え
は
、
昭
和
十
年
四
月
の
「
多
磨
宣
言
」

の
冒
頭
、「
多
磨
短
歌
会
創
立
の
真
意
と
為
す
も
の
、
常
に
日
本
短
歌
の
本
流

に
あ
っ
て
、
こ
の
定
型
の
精
神
と
伝
統
と
を
継
承
し
、
更
に
近
代
の
感
覚
と
知

性
に
よ
り
、
万
づ
現
当
に
処
し
、
そ
の
光
輝
あ
る
未
来
の
進
展
を
思
念
し
実
現

せ
む
と
す
る
に
あ
り
。」
と
い
う
決
意
に
つ
な
が
る
。

　
『
短
歌
民
族
』
を
創
刊
し
た
、
翌
昭
和
八
年
に
は
、『
全
貌
』
を
創
刊
。
そ
こ

に
は
『
赤
い
鳥
』
の
鈴
木
三
重
吉
と
も
別
れ
、昭
和
九
年
に
は
、「
近
代
幽
玄
体
」

の
歌
集
『
白
南
風
』
を
刊
行
し
た
。

　

こ
こ
で
白
秋
の
獲
得
し
た
〈
生
々
し
さ
〉
は
人
間
の
み
を
対
象
し
た
も
の
で

は
な
く
、
自
然
と
対
峙
し
、
そ
こ
か
ら
歴
史
的
時
間
を
継
承
す
る
人
間
と
し

て
、
そ
の
「
心
眼
」
を
も
っ
て
観
照
し
、
詩
、
短
歌
、
歌
謡
な
ど
の
芸
術
経
験

で
研
ぎ
澄
ま
し
た
言
語
感
覚
を
も
っ
て
、〈
写
生
〉
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
「
近
代
幽
玄
体
」
の
詩
精
神
を
も
っ
て
作
品
化
す
る
際
に
不
可
欠

な
、
白
秋
の
〈
写
生
〉
に
つ
い
て
は
更
に
稿
を
改
め
て
考
察
す
る
つ
も
り
で
あ

る
。 

　

歌
語
に
対
す
る
「
言
霊
」
意
識
も
こ
の
時
期
か
ら
顕
著
に
な
る
。
そ
れ
は
白

秋
が
、
日
本
人
と
し
て
歌
人
と
し
て
の
存
在
意
義
を
支
え
る
故
郷
を
求
め
る
意

識
と
重
な
る
。
故
郷
は
白
秋
に
と
っ
て
、
自
分
自
身
で
あ
り
、
ま
た
自
分
を
生

み
育
て
て
く
れ
た
場
所
な
の
で
あ
る
。
そ
の
場
所
は
自
分
が
成
長
し
、
言
葉
を

獲
得
し
た
場
所
で
あ
る
。
言
葉
が
生
ま
れ
る
場
所
で
も
あ
る
。
白
秋
の
言
霊
意

識
は
、
上
代
の
文
学
に
あ
る
霊
力
を
も
つ
存
在
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
地
霊

と
も
繋
が
る
。
人
間
一
人
ひ
と
り
の
存
在
証
明
と
し
て
の
言
葉
な
の
で
あ
る
。

言
葉
の
生
ま
れ
る
場
所
そ
れ
は
人
間
に
と
っ
て
の
原
点
、
自
己
存
在
の
証
明
と

も
い
え
る
場
所
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
白
秋
の
「
国
歌
」
も
「
我
」「
吾
」

の
想
い
を
盛
る
器
で
あ
り
、
近
代
個
人
主
義
の
社
会
の
中
で
懊
悩
し
つ
つ
生
き

る
人
間
の
言
葉
な
の
で
あ
る
。
決
し
て
国
体
や
文
芸
統
制
の
中
に
あ
る
言
葉
で

は
な
い
。

　

そ
れ
は
、
白
秋
の
『
思
ひ
出
』
の
「
わ
が
生
い
立
ち
」
が
証
明
す
る
。「
私

の
郷
里
柳
河
は
水
郷
で
あ
る
。
そ
う
し
て
静
か
な
廃
市
で
あ
る
」
白
秋
が
十
六

の
時
、
沖
ノ
端
は
大
火
が
あ
り
、
美
し
い
故
郷
は
消
え
た
。
喪
失
し
た
故
郷
を

求
め
る
寂
し
さ
、郷

ノ
ス
タ
ル
ジ
ー

愁
が
『
思
ひ
出
』
に
は
溢
れ
て
い
る
。
故
郷
喪
失
の
想
い
、

寂
し
み
を
白
秋
は
気
分
象
徴
の
詩
歌
に
し
て
表
現
す
る
。
こ
の
郷

ノ
ス
タ
ル
ジ
ー

愁
が
白
秋
の

詩
精
神
の
水
脈
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
白
秋
の
特
色
を
、
高
村
光
太
郎
は
、
明
治
四
十
四
年
九
月
の
『
文

章
世
界
』「
北
原
白
秋
の
『
思
ひ
出
』」
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
評
し
た
。

　
「
追
憶
文
学
」
の
中
で
、
異
彩
を
放
つ
、
白
秋
の
「
追
憶
」
は
、「
非
常
に
長

い
コ
ン
パ
ス
で
、
今
と
昔
と
の
両
地
点
に
立
っ
て
ゐ
る
」「『
邪
宗
門
』
と
同
じ

水
脈
の
上
の
も
の
で
あ
る
事
は
争
は
れ
な
い
。」
と
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ゆ
え
、

「『
思
い
出
』
の
各
頁
に
は
、
近
代
人
の
覚
醒
が
、
或
る
開
放
が
、
従
っ
て
或
る

寂
寥
が
、
ト
ン
カ　

ジ
ョ
ン
の
昔
に
糾あ

ざ
なわ

れ
て
、
追
憶
の
神
秘
の
か
げ
に
眼
を

瞠
っ
て
ゐ
る
。」
し
、
現
今
の
追
憶
文
学
の
中
で
、「
最
も
強
く
現
在
を
語
る
も

の
の
一
つ
で
あ
る
。」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
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「
北
海
道
の
山
奥
の
様
に
、
ま
だ
眼
の
明
き
切
れ
な
い
日
本
の
『
人
間
の
全
幅
』

の
為
め
に
、か
う
い
ふ
事
は
、一
面
に
或
る
力
強
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。（
略
）

此
の
詩
人
の
レ
イ
ゾ
ン　

デ
エ
ト
ル
に
権
威
を
見
る
の
で
あ
る
。『
思
い
出
』

七
章
の
う
ち
、
私
は
、『
ト
ン
カ　

ジ
ョ
ン
の
悲
哀
』
の
、
血
の
し
た
た
る
よ

う
な
の
に
一
番
強
く
心
を
奪
は
れ
た
。」
と
あ
る
。

　

こ
こ
に
は
、
気
分
象
徴
に
し
て
も
、
閑
寂
境
に
し
て
も
、
近
代
幽
玄
体
に
し

て
も
、
白
秋
の
象
徴
表
現
の
中
に
あ
る
特
徴
と
し
て
、
光
太
郎
の
指
摘
し
た
よ

う
に
、
そ
の
作
品
の
中
に
あ
る
「
現
在
」
＝
歴
史
の
中
の
今
が
、
そ
こ
に
立
つ

白
秋
が
、「
血
の
し
た
た
る
や
う
に
」
感
じ
ら
れ
る
。
あ
き
ら
か
に
そ
れ
は
現

実
を
直
視
す
る
（
白
秋
の
言
葉
を
か
り
れ
ば
「
自
然
に
直
面
す
る
」）
揺
る
が

な
い
白
秋
の
意
志
で
あ
ろ
う
。

　

相
反
す
る
文
芸
思
潮
と
し
て
多
く
の
作
家
が
考
え
て
い
た
浪
漫
主
義
・
象
徴

主
義
と
「
写
生
」「
真
実
を
写
す
」
と
い
う
白
秋
の
言
葉
は
、
当
時
の
日
本
の

文
学
界
（
詩
歌
壇
）
で
様
々
な
論
争
を
生
む
。
そ
の
検
証
は
別
稿
で
論
じ
た
い

が
、
こ
こ
で
、
覚
書
と
し
て
記
し
て
お
き
た
い
の
が
、
当
時
、
白
秋
が
『
多
磨
』

の
編
集
の
手
助
け
を
し
た
歌
人
木
俣
修
へ
の
書
簡
で
あ
る
。（『
白
秋
全
集
35
書

簡
』
所
収
）

　

昭
和
十
年　

十
一
月
二
十
八
日　
　
　

東
京
砧
村
よ
り　
　
　

白
秋

　
　

多
磨
今
度
は
い
よ
い
よ
お
く
れ
ま
だ
何
ひ
と
つ
書
け
ず
、
や
は
り
穂
積
や

君
が
東
京
に
ゐ
て
く
れ
ぬ
と
純
粋
な
多
磨
に
な
ら
ぬ　

色
々
話
し
た
い
こ

と
が
あ
る
が
そ
の
う
ち
、
宮
か
ら
で
も
き
い
て
下
さ
い
。
多
磨
の
象
徴
詩

に
つ
い
て
は
君
の
理マ

マ会
が
正
し
。
四
期
云
々
は
綱
領
の
と
ほ
り
、
ロ
マ
ン

チ
シ
ズ
ム
と
リ
ア
リ
ズ
ム
は
我
等
に
と
っ
て
は
楯
の
両
面
で
は
な
い
。
こ

の
こ
と
は
泰
西
流
に
考
へ
な
い
こ
と
。
つ
ま
り
は
詩
精
神
の
発
揚
に
あ
る

が
、
象
徴
詩
を
以
っ
て
最
高
と
す
。
そ
れ
以
外
小
さ
な
主
義
を
立
て
ゝ
自

縄
自
縛
に
己
れ
を
あ
や
ま
れ
る
こ
と
は
詩
人
の
寒
心
す
べ
き
こ
と
と
思
え

る
。

　
　

女
流
の
放
埓
に
つ
い
て
は
一
切
今
後
取
り
上
あ
げ
ぬ
方
よ
し
。
い
づ
れ
ま

た
後
よ
り

　
「
獅
子
舞
の
歌
」
に
あ
る
写
実
、
写
生
は
現
実
を
と
ら
え
な
が
ら
、
白
秋
の

内
部
生
命
に
お
い
て
は
彼
方
な
る
過
去
の
歴
史
も
ま
た
眼
前
に
感
じ
観
る
。
故

郷
喪
失
の
思
い
の
共
感
と
親
和
感
を
も
っ
て
、
村
人
の
獅
子
舞
を
、
氷
川
神
社

の
境
内
を
、
そ
れ
ら
を
包
み
込
む
自
然
を
詠
も
う
と
す
る
。
書
簡
に
あ
る
木
俣

修
は
昭
和
二
十
九
年
そ
の
著
『
白
秋
研
究　

Ⅰ
短
歌
篇
』
の
「『
渓
流
唱
』
と

『
橡
』
の
時
代
」
の
昭
和
十
年
の
項
に
お
い
て
、「
獅
子
舞
の
歌
」
か
ら
三
首
を

引
き
、そ
の
後
の
短
い
解
説
に
、「
奥
多
摩
氷
川
神
社
の
神
事
を
歌
っ
た
も
の
で
、

獅
子
舞
の
躍
動
の
リ
ズ
ム
を
さ
な
が
ら
に
文
字
に
表
現
し
た
象
徴
歌
と
し
て
注

意
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
と
も
角
こ
の
一
作
は
『
多
磨
』
の
方
向
を
実
作
に

よ
っ
て
世
に
開
明
し
た
大
作
で
あ
る
。
こ
の
年
の
歌
壇
に
問
題
を
投
げ
た
と
こ

ろ
の
歴
史
的
作
品
で
あ
っ
た
。」
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
、
白
秋
側
の
評
価
と
は
、
対
極
の
理
解
、
評
価
を
下
し
た
ひ
と
り

が
、
昭
和
初
期
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌
運
動
で
活
躍
し
、
中
期
『
短
歌
評
論
』『
短

歌
時
代
』
を
主
宰
し
た
渡
辺
順
三
で
あ
る
。
昭
和
三
十
九
年
の
著
『
定
本　

近

－（ 8）94－



実践女子大学短期大学部紀要　第 37 号（2016）

代
短
歌
史　

下
巻
』
の
「
Ⅳ
白
秋
の
『
多
磨
』
と
新
幽
玄
体
」
の
章
で
、「
軍

国
主
義
、
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
は
時
を
得
て
の
さ
ば
り
出
し
て
い
た
」
時
代
に
白
秋

は
、
多
磨
短
歌
会
を
な
し
『
多
磨
』
を
創
刊
し
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の
抑
圧

の
強
く
な
っ
た
時
代
に
彼
は
「
浪
漫
精
神
の
復
興
」
を
主
張
し
た
。
歴
史
的
現

実
の
中
で
「
自
我
の
高
揚
」
な
ど
あ
り
よ
う
は
ず
も
な
い
。
で
あ
る
か
ら
、
白

秋
の
そ
れ
は
、「
現
実
か
ら
逃
避
し
た
地
点
で
の
、
わ
び
や
さ
び
の
中
世
的
世

界
に
あ
こ
が
れ
、『
古
典
的
幽
玄
』
を
も
と
に
し
た
『
象
徴
』
を
目
標
に
し
て

い
た
」
の
だ
と
ま
ず
、「
象
徴
」
に
逃
げ
込
む
「
現
実
逃
避
」
の
短
歌
で
あ
り
、

歌
論
と
し
た
。
そ
の
な
か
で
『
渓
流
唱
』
の
「
厳
冬
一
夜
吟
」
に
つ
い
て
「
白

秋
と
し
て
は
少
な
い
社
会
詠
」
と
認
め
、「
こ
れ
ら
の
歌
に
は
幽
玄
や
象
徴
の

傾
向
が
な
く
、
現
実
主
義
的
な
把
握
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
両
者
の
評
価
や
理
解
の
違
い
は
、
二
人
の
歌
人
の
拠
り
所
と
す
る
文
学

観
社
会
観
の
違
い
か
ら
は
当
然
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、渡
辺
の
い
う
根
拠
の「
昭

和
10
年
」
と
い
う
年
が
「
国
体
明
徴
」
が
叫
ば
れ
、「『
日
本
的
な
も
の
』『
民

族
的
な
も
の
』
の
再
認
識
」
さ
れ
た
年
で
あ
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
が
、「
時

代
の
ム
ー
ド
が
白
秋
を
し
て
起
こ
し
め
た
」
と
断
定
す
る
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。
時
代
の
機
運
に
迎
合
し
、
白
秋
は
短
歌
の
「
象
徴
」
へ
逃
避
し
、
そ
れ
が

時
代
に
支
持
さ
れ
『
多
磨
』
が
大
き
な
短
歌
団
体
と
な
っ
た
と
み
る
の
は
か
な

り
狭
い
視
座
か
ら
の
評
価
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
時
代
か
ら
み
れ
ば
、
白
秋
を

或
る
型
に
は
め
込
み
論
じ
る
の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
事
実
、
こ

の
章
の
終
わ
り
は
白
秋
の
死
後
出
版
さ
れ
た
歌
集
『
黒
檜
』
ま
で
に
も
ふ
れ
て

い
る
が
、
白
秋
短
歌
の
総
括
的
評
価
は
な
い
。

　

昭
和
二
年
一
月
、『
近
代
風
景
』「
近
代
風
景
の
詩
」
の
中
で
、
白
秋
は
こ
ん

な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。『
近
代
風
景
』
が
あ
ま
り
に
白
秋
色
が
強
い
と
の
批

判
に
「
行
く
道
は
一
つ
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
中
に
個
の
主
観
と
形
態
と
は
厳
然

と
し
て
個
で
あ
る
。」
と
し
た
上
で
、
続
け
た
。

　　
　

ま
た
高
く
納
ま
っ
て
象
牙
の
塔
を
貴
し
と
す
る
私
な
ら
ば
、か
う
し
た「
近

代
風
景
」
な
ど
は
、
編
輯
刊
行
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
童
謡
民
謡
の
創

作
に
も
没
頭
し
な
い
で
あ
る
。
私
は
、
ま
た
象
徴
の
を
芸
術
最
高
の
も
の

と
は
思
念
す
る
が
、
リ
ア
リ
ズ
ム
の
骨
法
は
多
年
短
歌
道
に
於
て
刻
苦
し

て
来
た
。

　
　

私
は
ま
た
謂
ふ
と
こ
ろ
の
芸
術
至
上
主
義
者
と
も
違
っ
た
自
分
を
知
っ
て

ゐ
る
。
人
生
派
の
詩
に
も
充
分
の
同
意
は
持
っ
て
ゐ
る
。
自
分
も
こ
の
二

つ
の
融
合
を
常
に
忘
れ
る
者
で
は
無
い
。
あ
る
意
味
に
於
て
は
む
し
ろ
国

士
を
以
て
任
じ
て
ゐ
る
の
が
私
だ
と
思
っ
て
ゐ
る
。

　　

浪
漫
主
義
の
詩
精
神
を
内
包
し
、
心
眼
を
も
っ
て
対
象
で
あ
る
自
然
を
観
る

と
こ
ろ
か
ら
、生
じ
る
象
徴
的
表
現
が
、自
ら
の
詩
法
と
し
て
形
成
し
つ
つ
あ
っ

た
。

　

大
正
十
五
年
に
詩
話
会
は
解
散
し
た
が
、
あ
ら
た
に
詩
壇
を
ま
と
め
混
乱
を

収
め
よ
う
と
、
白
秋
は
自
ら
推
進
し
て
昭
和
三
年
に
詩
人
協
会
を
作
り
、『
詩

と
詩
論
』
を
創
刊
し
た
。
こ
の
『
近
代
風
景
』
の
文
章
を
載
せ
た
翌
年
の
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
詩
人
協
会
も
昭
和
六
年
に
解
散
。
若
手
の
詩
人
や
か

つ
て
の
弟
子
室
生
犀
星
と
の
軋
轢
も
生
じ
る
。
白
秋
は
、
詩
、
短
歌
、
民
謡
、

歌
謡
、
童
謡
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
を
分
か
た
ず
活
動
し
て
き
た
が
、
大
正
七
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年
の
『
赤
い
鳥
』
参
加
以
降
は
、「
謡
う
」
こ
と
を
重
視
し
、
各
地
の
古
い
伝

承
童
謡
や
民
謡
の
採
集
に
努
め
る
よ
う
に
な
る
。こ
う
し
た
活
動
を
行
い
つ
つ
、

『
水
墨
集
』
で
「
閑
寂
境
」
の
世
界
を
拓
き
、
詩
集
『
海
豹
と
雲
』
で
は
昭
和

の
前
衛
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム
感
覚
の
詩
を
表
す
。
こ
う
し
た
詩
業
の
集
約
す
る
地
点

が
、
昭
和
九
年
の
歌
集
『
白
南
風
』
の
「
新
幽
玄
体
」
と
い
う
境
地
で
あ
り
、

そ
れ
を
ま
さ
に
実
感
し
た
の
が
、
こ
の
昭
和
十
年
『
渓
流
唱
』
の
時
で
あ
る
。

　
『
渓
流
唱
』
は
、
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
い
歌
集
で
あ
る
が
、
こ
う
し
て

考
え
る
と
、
白
秋
の
詩
業
の
集
大
成
の
域
に
入
っ
た
記
念
す
べ
き
歌
集
と
い
え

よ
う
。
先
に
引
用
し
た
木
俣
修
の
「
歴
史
的
作
品
で
あ
っ
た
」
と
す
る
表
現
は

決
し
て
大
袈
裟
な
も
の
と
は
い
え
ま
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○

　

そ
れ
に
し
て
も
白
秋
は
几
帳
面
に
ペ
ン
を
動
か
し
、
ノ
ー
ト
を
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
実
に
正
確
に
氷
川
神
社
の
獅
子
舞
を
と
ら
え
て
い
る
。

　

奥
多
摩
町
誌
編
纂
委
員
会
か
ら
出
さ
れ
た
『
奥
多
摩
町
誌
資
料
集
六　

奥
多

摩
町
の
民
族
―
民
俗
芸
能
―
―
』
に
記
載
さ
れ
た
「
大
氷
川
の
獅
舞
」
の
記
録

と
照
合
し
つ
つ
、
白
秋
が
掬
い
取
っ
た
言
葉
を
通
し
て
、
白
秋
の
記
し
た
時
の

表
象
を
検
証
し
た
い
。
詞
書
の
後
、
十
三
首
の
短
歌
が
ま
ず
並
ぶ
。

　
　
　
　
「
獅
子
舞
の
歌
」

　

帰
途
、
氷
川
の
奥
多
摩
氷
川
神
社
に
詣
づ
。
幸
に
も
秋
の
祭
り
と
て
、
雨
中

七
度
の
神
事
に
会
ふ
。
増
え
吹
く
人
先
立
ち
、
三
頭
の
雄
獅
子
雌
獅
子
之
に
次

ぎ
、
頭
の
燈
様
の
紅
き
目
隠
の
布
を
垂
れ
た
る
簓
磨
り
の
子
ら
二
列
に
従
ふ
。

そ
の
後
は
氏
子
な
り
。
我
等
も
之
に
蹝
き
て
め
ぐ
る
こ
と
七
度
な
り
。
獅
子
舞

の
神
事
は
、
神
楽
殿
に
て
、
藤
が
か
り
、
三
拍
子
、
神
さ
ま
等
い
ろ
い
ろ
あ
り
。

風
俗
物
寂
び
て
お
も
し
ろ
く
、
獅
子
の
面
、
簓
磨
り
の
衣
裳
な
ど
殊
に
め
で
た

か
り
き
。
乃
ち
そ
の
獅
子
舞
の
歌
に
和
し
て
戯
哭
し
た
る
歌
。
竝
び
に
小
河
内

の
鹿
嶋
踊
り
追
憶
の
歌
。

　

ま
ず
、「
獅
子
舞
」
に
つ
い
て
は
、
大
氷
川
と
小
留
浦
に
は
、
寛
政
四
年
以

前
か
ら
あ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、「
村
内
融
和
、一
族
一
門
の
親
近
の
場
」で
、「
他

郷
へ
転
任
し
た
者
も
こ
の
時
」
は
祭
場
に
故
郷
の
地
を
踏
ん
で
も
ど
る
と
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
祭
り
の
中
心
が
「
獅
子
舞
」
で
あ
っ
た
。

　

白
秋
が
出
会
っ
た
の
は
「
大
氷
川
の
獅
子
舞
」
で
、
中
心
と
な
る
の
は
、「
さ

さ
ら
獅
子
舞
」
で
、
現
在
は
八
月
十
日
に
行
わ
れ
る
が
以
前
は
九
月
一
日
に
行

わ
れ
た
。
白
秋
の
「
帰
途
」
も
昭
和
十
年
九
月
一
日
で
あ
っ
た
。「
獅
子
舞
の

威
力
で
暴
風
雨
を
追
い
払
う
と
の
趣
旨
に
よ
る
祭
り
」
で
、
旧
名
主
屋
敷
地
よ

り
、
神
社
に
向
か
う
。
そ
の
行
列
は
、
ほ
ら
貝
を
先
頭
に
、
神
職
、
氏
子
総
代
、

獅
子
舞
の
各
役
方
の
他
に
、
万
灯
に
太
鼓
、
そ
し
て
氏
子
一
同
が
続
く
。
獅
子

舞
の
定
員
は
特
に
な
く
、「
狂
い
手
『
舞
い
方
』
三
人
、
花
笠
（
さ
ゝ
ら
す
り
）

六
人
ほ
か
、唄
方
二
〜
三
人
、笛
方
十
人
内
外
、は
や
し
方
二
人
で
一
立
を
行
う
」

「
獅
子
舞
の
演
目
が
十
立
」
の
た
め
舞
方
は
、
三
十
人
近
く
が
関
わ
る
。
こ
の

記
述
は
、白
秋
が
詞
書
に
記
し
た
記
載
と
一
致
し
、白
秋
一
行
が
出
会
っ
た
「
獅

子
舞
」
の
行
列
と
そ
の
祭
事
は
、
山
里
に
お
い
て
は
壮
観
で
あ
り
、
美
し
い
も
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の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
獅
子
の
名
称
と
頭
」・
・
・
①
大
太
夫
②
小
太
夫
は
、
獅
子
頭
は
と
も
に
黒

色
で
、
大
太
夫
は
金
条
と
黒
条
に
よ
る
ね
じ
れ

角
。
③
女
獅
子
は
、
金
色
の
頭
に
小
さ
い
一
本

角
。
花
笠
は
ぼ
た
ん
の
花
を
か
ざ
す
。

　
「
衣
裳
・
服
装
」・
・
・　
　

獅
子
は
、
か
す
り
模
様
に
錠
形
紋
を
あ
し
ら
っ

た
広
袖
の
腰
巾
着
に
花
模
様
の
カ
ル
サ
ン
、
わ

ら
じ
ば
き
。
花
笠
の
さ
ゝ
ら
す
り
は
、
上
身
部

は
柿
色
紋
付
、
裾
模
様
の
振
袖
姿
に
紅
白
の
し

ご
き
を
た
れ
る
。

　

白
秋
が
詞
書
に
「
風
俗
物
寂
び
て
お
も
し
ろ
く
、
獅
子
の
面
、
簓
磨
り
の
衣

裳
な
ど
殊
に
め
で
た
か
り
き
。」
と
あ
る
の
も
う
な
づ
け
る
。

　

そ
し
て
、「
七
度
の
神
事
」
と
あ
る
の
が
、「
七
宮
参
り
」
の
こ
と
で
、
こ
の

唄
を
歌
い
な
が
ら
、
社
殿
の
周
囲
を
七
回
ま
わ
る
。
獅
子
舞
連
に
続
き
氏
子
が

続
く
。
白
秋
一
行
も
「
我
等
も
之
に
蹝
き
て
め
ぐ
る
こ
と
七
度
な
り
」
と
こ
の

神
事
に
参
加
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、「
家
内
安
全
、
無
病
息
災
、
五
穀
豊

穣
を
祈
念
し
つ
つ
回
る
。

　

こ
の
時
の
「
七
度
宮
参
り
」
の
唄
が
あ
り
、

　
　
　

ま
い
り
来
て
御
宮
の
か
ゝ
見
て
あ
れ
ば

　
　
　
　
　

八
棟
造
り
の
こ
け
ら
ぶ
き

　
　
　
　
　
　
　

こ
け
の
上
に
生
え
た
か
ら
松

　
　
　

か
ら
松
も
千
年
も
た
ち
て
ま
い
ま
さ
ば

　
　
　
　
　

君
の
御
代
こ
そ
目
出
た
か
り
け
り

こ
の
後
、
呼
び
太
鼓
、
は
や
し
太
鼓
が
響
き
、
道
中
笛
（
渡
り
拍
子
）
で
舞
役

の
登
場
と
な
る
。
こ
う
し
た
、
村
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
神
事
に
参
加
し
て
十
八

首
の
短
歌
を
詠
む
。

神
事
や
舞
の
言
葉
を
入
れ
て
読
ま
れ
た
作
品
を
掲
載
順
に
、
六
首
選
ん
で
み
て

い
こ
う
。

　

・
氷
川
の
や
こ
れ
の
お
宮
に
ま
ゐ
り
来
て
わ
れ
も
れ
わ
も
と
め
ぐ
る
こ
の
庭

　

・
簓さ

さ
らす

り
さ
さ
ら
さ
さ
ら
と
す
り
足
に
花
は
か
ざ
し
て
紅あ

け

の
目
か
く
し

　

・
さ
さ
ら
さ
ら
こ
れ
の
氷
川
の
秋あ

き

霖つ

ゆ雨
に
簓さ

さ
らす

る
子
や
父て

て

は
笛
吹
く

　

・
藤
が
か
り
勢
ふ
雄
獅
子
に
雌
の
獅
子
も
匂
ひ
か
か
れ
よ
神
の
大
ま
へ

　

・
三
拍
子
そ
ろ
ふ
神
楽
の
め
を
と
獅
子
え
や
と
童
も
連
る
る
花
杖

　

・
こ
の
森
に
鷹
が
棲
む
と
よ
こ
の
庭
に
黄
金
敷
く
と
よ
ほ
め
よ
こ
の
宮

右
の
六
首
の
う
ち
前
三
首
は
、
獅
子
舞
が
始
ま
る
ま
で
の
神
事
で
、
後
三
首
は
、

ま
ず
、
祭
庭
で
最
初
に
始
め
る
獅
子
舞
の
演
目
「
藤
が
か
り
」
を
組
み
込
ん
で

い
る
。
こ
こ
で
は
、
神
を
讃
仰
す
る
唄
が
歌
わ
れ
る
。

　
　
　

ま
い
り
来
て
お
庭
の
か
ゝ
を
見
て
あ
れ
ば

　
　
　
　
　

黄
金
ま
じ
り
の
白
砂
を
敷
く

　
　
　

ま
い
り
来
て
こ
れ
の
御
門
を
押
し
開
き

　
　
　
　
　

は
い
り
て
見
れ
ば
唐
の
御
所
か
な

こ
の
後
、舞
終
わ
り
の
ち
ら
し
の
唄
が
、「
太
鼓
の
胴
を
き
り
ゝ
と
し
め
て
・
さ
ゝ
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ら
さ
ら
り
と
す
り
か
え
さ
い
な
」
と
入
り
獅
子
は
、
水
汲
み
の
形
を
と
る
、
と

あ
る
。
白
秋
の
短
歌
で
は
、
勢
い
よ
く
、
神
の
御
前
に
躍
り
出
る
様
子
が
躍
動

感
を
も
っ
て
、
晴
れ
や
か
に
詠
わ
れ
て
い
る
。

後
よ
り
二
首
目
の
「
三
拍
子
そ
ろ
ふ
」
は
、
神
に
祈
り
を
さ
さ
げ
る
舞
で
、
獅

子
は
バ
チ
と
バ
チ
と
を
う
ち
鳴
ら
す
。
獅
子
舞
が
佳
境
に
入
っ
て
、
人
々
の
胸

に
バ
チ
の
音
色
が
響
き
、
ま
す
ま
す
、
祭
り
の
場
は
高
揚
感
に
包
ま
れ
、
そ
の

中
で
、
子
孫
繁
栄
、
無
病
息
災
の
祈
り
を
舞
う
。「
三
拍
子
」
の
演
目
の
唄

　
　
　

此
の
森
に
鷹
が
す
む
げ
て
鈴
の
音

　
　
　
　
　

鷹
じ
ゃ
な
い
も
の
御
神
楽
の
音

　
　
　

鳥
居
垣
に
こ
け
は
え
て

　
　
　
　
　

ま
い
る
氏
子
も
息
災
な
る
も
の

　
　
　

こ
れ
の
御
庭
の
姫
小
松

　
　
　
　
　

一
枝
た
ゆ
め
て
腰
を
休
め
ろ

　
　
　

海
の
と
な
か
の
浜
千
鳥

　
　
　
　
　

波
に
ゆ
ら
れ
て
ポ
イ
と
立
ち
候

　
　
　

三
拍
子
の
き
り
ゝ
の
山

　
　
　
　
　

今
の
調
子
を
切
り
変
え
さ
い
な

と
あ
り
、
終
わ
り
の
唄
「
雨
が
降
り
そ
で
雲
が
立
つ
・
お
い
と
ま
申
し
て
い
ざ

返
い
さ
い
な
」
で
演
目
が
終
わ
る
。

　

こ
こ
ま
で
、
比
べ
て
わ
か
る
よ
う
に
、
白
秋
は
演
目
と
「
獅
子
舞
」
の
内
容

を
す
べ
て
正
確
に
記
録
的
写
実
で
は
詠
っ
て
は
い
な
い
。
白
秋
の
と
ら
え
た
こ

の
神
事
の
光
景
の
中
で
、
そ
の
瞬
間
瞬
間
の
象
徴
と
な
る
動
き
や
獅
子
舞
の
場

の
空
間
に
み
な
ぎ
る
力
を
詠
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
神
を
畏
れ
、
地
霊
を
敬
っ
て

営
々
続
い
た
こ
の
村
々
の
生
活
を
「
生
々
し
く
」
描
い
て
い
る
。
た
だ
目
の
前

の
姿
を
そ
の
ま
ま
に
写
生
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
奥
に
あ
る
生
命
を
詠
お
う

と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
の
こ
の
祭
事
に
お
け
る
演
目
は
、さ
ら
に
続
き「
す

り
ち
が
い
」「
花
が
か
り
」「
ま
り
が
か
り
」「
竿
が
か
り
」「
女
獅
子
か
く
し
」

「
ふ
と
ん
ば
り
」「
白
刃
」
と
あ
る
。
十
三
首
の
短
歌
が
、
そ
う
し
た
目
前
の
祭

礼
を
生
々
と
「
心
眼
」
で
と
ら
え
詠
い
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、「
獅
子
舞
の
歌
」

の
五
首
の
意
味
が
深
ま
る
。
終
わ
り
五
首
に
は
、
詞
書
が
あ
る
。

　
　
　

四
月
、
日
本
青
年
館
に
て
、
小
河
内
村
の
鹿
嶋
踊
を
見
し
こ
と
あ
り
。

　
　
　

今
、
氷
川
の
獅
子
舞
を
見
て
、
哀
傷
更
に
新
た
な
る
を
お
ぼ
ゆ
。

　

・
笛
つ
づ
み
今
を
か
ぎ
り
と
鹿
嶋
の
や
神
に
根
哭な

き
て
遊
ぶ
子
ろ
は
も

　

・
水
ふ
か
く
ほ
ろ
び
む
な
む
よ
は
山
い
で
て
あ
は
れ
ち
り
じ
り
に
生
く
べ
か

れ
ど
も

　

・
奥
の
多
摩
自し

が
産う

ぶ
す
な土

と
住
古
り
し
大
き
母
の
土
も
ほ
ろ
び
ん
と
す

　

・
世
の
中
よ
常
に
も
が
も
と
清す

がみ
と
つ
か
ふ
山
河
も
つ
ひ
に
む
な
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
見
て
し
山
河
も
つ
ひ
に
跡
な
し

　

・
鹿
島
ぶ
り
神
に
い
さ
め
の
笛
つ
づ
み
小
河
内
の
族
も
今
は
失
せ
な
む

　
　
　

初
の
や　
　
　
　
　

初
寿
歌
や　
　
　
　

初
今
失
せ
む
と
す

　
　
　
　
　
　

＊
初
は
、
昭
和
十
年
十
月
『
多
磨
』
初
出
の
異
同

こ
の
「
哀
傷
更
に
新
た
な
る
を
お
ぼ
ゆ
」
と
い
う
、
白
秋
の
こ
の
感
慨
は
、
こ

の
詞
書
の
前
に
詠
わ
れ
た
「
獅
子
舞
の
歌
」
の
時
間
と
重
な
る
。
ま
こ
と
に
健

や
か
で
平
和
で
、
華
や
い
だ
祭
礼
の
獅
子
舞
の
向
こ
う
に
あ
る
暗
澹
た
る
未
来
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と
、
今
に
繋
が
る
過
去
の
時
間
と
思
い
が
重
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

こ
れ
ら
終
わ
り
の
五
首
は
、
詠
嘆
の
形
と
な
る
。
初
出
形
の
歌
を
み
る
と
、
さ

ら
に
そ
れ
は
絶
唱
と
な
る
。
こ
こ
に
お
い
て
は
社
会
的
義
憤
に
直
接
つ
な
が
る

以
上
に
、
強
く
白
秋
が
憤
る
の
は
、「
人
間
の
存
在
」
の
拠
り
所
を
奪
う
現
実
、

あ
る
い
は
「
運
命
」
に
抗
う
す
べ
を
も
た
な
い
自
分
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ

は
遥
か
昔
、
故
郷
を
失
っ
た
自
分
を
想
起
さ
せ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
哀
傷
」
を

感
じ
る
の
だ
。
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
哀
傷
」
は
ま
ず
、
白
秋
自
身
の
痛
み
で

あ
り
、
同
様
に
小
河
内
村
の
村
民
に
む
か
う
真
実
な
感
情
で
も
あ
る
。

　

白
秋
の
晩
年
に
お
け
る
歌
集
『
渓
流
唱
』
の
「
獅
子
舞
の
歌
」
を
め
ぐ
っ

て
、
あ
れ
こ
れ
考
え
る
ま
ま
に
記
し
た
本
稿
は
、
ま
さ
に
覚
書
に
過
ぎ
な
い
。

た
だ
、
今
回
の
考
察
で
、
こ
う
し
た
重
層
的
な
時
間
の
中
で
、
対
象
を
観
る
の

が
、
白
秋
の
象
徴
を
支
え
る
〈
写
生
〉
の
要
素
と
し
て
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、「
心

眼
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
と
推
測
さ
れ
る
。「
近
代
幽
玄
体
」
の
中
に

お
い
て
の
「
写
生
」
の
本
質
と
「
象
徴
」
の
詩
法
は
、
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て

作
品
と
な
る
の
か
、「
観
る
」
姿
勢
が
打
ち
出
さ
れ
た
『
雀
の
卵
』
以
降
を
今
後
、

で
き
れ
ば
、
短
歌
以
外
の
白
秋
作
品
を
横
断
的
に
と
ら
え
な
が
ら
、
検
証
し
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

※
本
稿
に
お
い
て
は
歌
集
『
渓
流
唱
』
の
基
本
を
昭
和
二
十
二
年
二
月
の
新
版

に
求
め
、
初
出
異
同
に
つ
い
て
は
、
岩
波
書
店
『
白
秋
全
集
』
11
巻
「
歌
集

６
」
の
校
異
で
確
認
し
た
。

参
考
文
献

〈
単
行
本
〉

　

・『
新
聞
集
成
昭
和
編
年
史　

昭
和
十
年
度
版
』
大
正
昭
和
編
年
史
刊
行
会
刊
行
、

一
九
六
七
刊
。

　

・
岩
波
書
店
『
白
秋
全
集
』
11
巻
「
歌
集
６
」（
一
九
八
六
年
六
月
）、
21
巻
「
詩
文
評

論
７
」（
一
九
八
六
年
五
月
）、
35
巻
「
書
簡
」（
一
九
八
八
年
四
月
）。

　

・
北
原
白
秋
著
『
渓
流
唱
』
靖
文
社
、
昭
和
二
十
二
年
二
月
。

　

・
季
刊
『
短
歌
民
族
』
第
一
号
ア
ト
リ
エ
社
、
昭
和
七
年
十
一
月
。

　

・
一
九
三
三
年
版
『
全
貌
』
ア
ル
ス
、
昭
和
八
年
六
月
。

　

・
木
俣
修
著
『
白
秋
研
究
Ⅰ
短
歌
篇
』
新
典
書
房
、
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
。

　

・
渡
辺
順
三
著
『
定
本
近
代
短
歌
史　

下
巻
』
春
秋
社
、
昭
和
三
十
九
年
六
月
。

　

・
宮
柊
二
著
『
白
秋
・
超
空
』
河
出
書
房
新
社
、
昭
和
五
十
九
年
八
月
。

　

・
薮
田
義
雄
著
『
評
伝
北
原
白
秋
』
玉
川
大
学
出
版
部
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
。

　

・
江
井
秀
雄
著
『
多
摩
近
現
代
の
軌
跡
―
地
域
史
研
究
の
実
践
』
け
や
き
出
版
、

一
九
九
五
年
五
月
。

〈
雑
誌
論
文
〉

　

・
高
村
光
太
郎
著
「
北
原
白
秋
の
『
思
い
出
』」『
文
章
世
界
』
博
文
館
、
明
治
四
十
四

年
九
月
。

　

・
篠
弘
著
「『
渓
流
唱
』
と
『
橡
』」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
至
文
堂
、
一
九
八
五
年

十
二
月
。

〈
資
料
〉

奥
多
摩
町
誌
編
纂
委
員
会『
奥
多
摩
町
資
料
六　

奥
多
摩
町
の
民
俗
―
―
民
俗
芸
能
―
―
』

奥
多
摩
町
教
育
委
員
会
、
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
改
訂
版
。
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